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（出席委員） 

川野佐一郎・稲川由佳・石川美保子・市川範朗・井沼隆史・岩本将宏・長田祥男 

金子節子・金田麻沙子・川島祐輔・瀬戸内恵・林良雄・渡辺智子 

（事務局） 

秋山部長・井出主幹・黒澤課長補佐・川口主任・高橋職員 

 

 

********** 午前１０時６分 開会 *********** 

 

川野議長  ただいまから社会教育委員会議１月定例会を開催します。 

  欠席委員、傍聴者、配付資料の確認を、事務局からお願いします。 

 

事務局  藤沢市社会教育委員会議規則第４条により、審議会の成立要件として

委員の過半数以上の出席が必要とされており、委員定数１５名に対し

て、出席委員１３名、欠席委員２名であることから、会議が成立いたしまし

たことをご報告申し上げます。 

 

  （傍聴者の確認） 

  （配付資料の確認） 

                  （議事録の確認） 

 

川野議長  それでは、「３議題 協議事項の検討について」に入ります。昨年の夏

から生涯学習ふじさわプラン２０２１の進捗管理をやってきました。今後は

我々１人１人が社会教育委員として意見交換ができるような会議の持ち

方にしていきたいと考えています。 

  定例会は今年度１月と３月に予定されています。新年度を迎えるあたり

から、次期生涯学習ふじさわプランに向けて着手していくことから、１月定

例会と３月定例会は準備の期間ということも含めて、フリーディスカッショ

ンで積極的に皆さんに発言をしてもらいたいと思います。 

  国の審議会等では発言したい人は、名札を立てて意思表示を行いま

す。これはなかなかいいと思いましたので、本日取り入れてみたいと思い

ます。人が話している間でも、意見があるということを意思表示するという

意味で、発言をしたい方は、積極的に指名札を立てて、発言をしていた

だきたいと思います。 

 

金子委員  父の転勤が多かったので、高校から大学は仙台にいました。資料の中

にちょうど仙台のことが一例として出ておりましたが、仙台の公立高校は

男女共学があまりなく、別学が多かったです。昔の話なので、今の社会

教育主事という肩書と一致しているかどうかはわかりませんが、地域連携

をコーディネートをしてくれた方が私の通っていた女子校におり、教員を
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しながら高校同士の連携など、社会教育主事のはしりのようなことをされ

ていたことを思い出しました。そのときは全然ぴんときませんでしたが、そ

の真っただ中にいたことが本当にありがたいと思いました。 

 

川野議長  ありがとうございます。事務局から送っていただいた資料は、国や地域

の動きを分析するもので、資料１「人口減少時代の新しい地域づくりに向

けた社会教育の振興方策について（答申）概要」は、国が中央教育審議

会の生涯学習分科会で１年間議論し、昨年の１２月２１日に文部科学大

臣に答申したものです。 

  第１部は、今後の地域における社会教育のあり方、地域の目標など

で、第２部は、今後の社会教育施設のあり方です。博物館だけではなく、

公民館、図書館も含めた社会教育施設の所管について、既に藤沢市の

生涯学習部門は首長部局になっていますが、教育委員会でなく、特例

措置として首長部局の所管でもいいという内容となっています。 

  第１部は、人口減少時代ということで、２０４０年ごろから人口が減り始め

る中、地域づくりに対して社会教育はどういう振興方策があるのかという

諮問を文部科学大臣から受けて、審議会が出した結論です。この目玉

は、人づくり、つながりづくり、地域づくりという３つを地域社会で進めてい

くということです。今まで言われてきたネットワーク型行政、つまり社会教

育を教育委員会だけでなく、いろいろな部局や地域のＮＰＯ、企業、大

学など諸団体と連携し、行政を進めるようにということです。改めて人づく

り、つながりづくり、地域づくりと言われても、既に地域のほうが進んでい

る状態なので、少し新鮮味に欠ける答申ではないかと思っています。 

  生涯学習ふじさわプラン２０２１の概要版が資料２です。次のプランの作

成の参考にしていただきたいと思います。 

  資料３は、プラン２０２１の時の社会教育委員会議の提言で、「いつで

も、どこでも、だれでも」という生涯学習の理念をうたい、生涯学習ネットワ

ークの考え方や、人やまちを育てるつながりづくり、といったこともこの提

言に反映されており、国のほうがはるかにおくれている感じです。時期が

来たら提言を我々もまとめていかなければいけないということです。 

  資料４は人口推計で、藤沢市は極端に人口が減るわけではないという

数字が出ていましたが、日本全体の状況とともに、徐々に減っていくとい

うことです。地方創生の関係で、各省は意見をまとめましたが、文部科学

省は慌ててまとめたようで、余り新基軸が出ていないという評価がされて

いるようです。そのような中、総務省が中心になり２０４０年を見通して、自

治体の姿や形、行政や住民の形、住民の動きが大幅に変わるというレポ

ートが「自治体戦略２０４０構想」として出ており、タイトルは「人口減少下

において満足度の高い人生と人間を尊重する社会をどう構築するか」で

す。 

その中で、今後の人口の増減を自治体の名前をピックアップして出し
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ています。藤沢市は、人口２０万から５０万人の都市の分類の中で、つく

ば市、越谷市、柏市、港区、新宿区という１７団体と一緒に増加に入って

いますが、それ以外はほとんどがマイナスです。マイナスの最たるところ

は奈良県の川上村で、マイナス７０％です。 

  年齢別に、中でも３０代から４０代の働き手がどのように推移していくの

かを見ていかないと、細かく地域を見ることができないということもあり、前

回の人口推計に加えて、働き手の部分の年齢層の推移を追加したのが

資料４で、後ほど事務局から説明をいただきます。 

  最初に、国の審議会答申を見て、感じられたことを率直に発言してくだ

さい。 

  

長田委員  市民が文化活動に対して、どれだけ積極的に入れるかという土壌づくり

は、重要なことだと思います。ただし、参加する側にその意識が働いてい

かないと、絵に描いた餅になってしまいます。 

  健康寿命は重要で、第１位が静岡県、第２位が群馬県です。群馬県の

担当者によると、高齢者の文化活動が全国ナンバーワンで、文化活動に

対して高齢者が積極的に参加することが健康寿命につながり、高齢者だ

けでなく若年層も巻き込んだものになっているということです。 

  藤沢市もその土壌をつくり、私どももコーディネーターとして、うまく活用

できる土壌をつくったらいいと思いました。 

 

渡辺委員  質問ですが、教育や学ぶという言葉は、いわゆる勉強とか学習に限定

されるものなのか、地域の人が人としてよい時間を過ごせるものを目指す

という広い意味なのか、どのぐらいの範囲を指しているのかイメージがわ

からないです。健康や文化、子育ての話も出ており、ここで取り上げてい

るものは、広い範囲のものを指すのでしょうか。 

  また、この答申の概要の中で、「孤立しがちな」という言葉が出てくるとこ

ろが印象に残りました。そのためにネットワークづくりという話につながると

思いますが、文化活動にしても、子育ての情報収集にしても、自分から

動ける人たちは、自分で情報をキャッチし、積極的に活動に参加できると

思います。地域全体で問題になるのは、自分から動けず、どこで何をす

れば情報が得られるかもわからず、ひとりで不安を抱えて、孤独感に陥っ

た状態の人で、そういう方たちも含めて、よりよい時間を過ごせるような形

に持っていくにはどうしたらいいのかが気になっています。 

 

稲川副議長  プラン２０２１の策定時に、藤沢の生涯学習を藤沢の文化にしようという

ことを大きなテーマといたしました。文化とは、生活様式であり、いつで

も、どこでも、いろいろな人がコンタクトでき、藤沢って何？といったら、い

ろいろなところで勉強できるということを念頭に置いていました。 

渡辺委員がおっしゃったように、手が届かない方たちにどのようにリー
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チできるようにするか。例えば子育てで何もできない方たちが学ぶ際に、

生涯学習総務課では、託児を行うなど少しずつは進んでいると思いま

す。そういったことも踏まえて、藤沢の生涯学習は藤沢の文化で、誰で

も、どこでもできるという理念をベースにして進んでいけるといいのではな

いかと思います。 

  もう１つは、人口についてですが、藤沢市は日本の人口分布と違って、

働き手のところが一番多く、これからも人口がふえ続けていくだろうという

話がありました。学研の主婦が幸せに暮らせる街ランキングナンバーワン

に藤沢市はなっていると思いますが、転入されてきた方に、なぜ藤沢に

来たか、出ていく方には魅力のないところは一体どこかなど、人口がふえ

ている理由を把握することも大事だと思います。 

 

瀬戸内委員  孤立しがちな地域の人で、外国籍で日本語が話せない方も、１つのカ

テゴリーだと思います。つながり先がわからない、動けない人は、コーデ

ィネーターがいないと、なかなかつながっていけないというのが、システム

構築の１つのポイントになると思いました。先日、プランの進捗管理で六

会、湘南台や片瀬の市民センターに行きましたが、マッチングさせる方が

いてもうまくコーディネートができないという現状がありました。いろいろと

物理的な原因があるとは思いますが、コーディネーターとしての機能とい

うところも１つ視点になると思っています。 

  今後、外国籍の人がふえてくる中で、孤立する人が外国籍の中からも

多く出てくる可能性があるのではないかと思っています。 

 

金子委員  みんながコーディネーターになるような意識を持ち、何かのきっかけで

動くようなコーディネートをしたい、という形が広がっていけばいいのでは

ないかと思います。 

  藤沢は子どもたちに手厚い自治体であり、３０代、４０代の若い方たちが

入ってこられます。そのような中で、子どもを育てるには、共稼ぎせねば

ならず、自治体のフォローがないとやっていけない。藤沢はそうした支援

があると聞いたから引っ越して来ましたという方もいます。若い人たちが、

何を期待しているのか、支援はいつまで続くのか、これからどうなっていく

かということについて、もう少し明確にしていってもいいのではないかと思

いました。 

 

市川委員  市町村の役割、県の役割、国の役割があると思いますが、資料１の答

申概要は、具体的に、各市町村がこういった振興方策に取り組みなさ

い、ということでよいのでしょうか。 

 

川野議長  取り組むようにという明確な指示は出しませんが、国全体は今こういう動

きなので、地方も見習うようにというようなものは来ると思います。 



- 5 - 

 

市川委員  藤沢市が社会教育について何の役割を担っていくのかが一番大事な

ことではないかと思いました。学校教育に携わる者として、社会教育にお

いて、文化的なものが必要であるということはよくわかる一方で、障害の

ある人たちなど、健康な人たちだけでなくいろいろな人がいるということを

しっかり教えていくことが大事だと思っています。津久井やまゆり園のこと

を受けて、ともに生きる、いわゆるノーマライゼーションの話をよく学校で

生徒たちに話します。誰もがその人らしく生きられるような社会を実現しよ

うといったことを目指すというのも、社会教育の中で大事ではないかと思

いました。 

 

瀬戸内委員  小学生は家でインターネットを通して友達と遊ぶことを交流していると思

い込んでいます。出かけて発見するというより、画面の中でしか接触しな

いということがふえているようです。学校も含めて、いろいろな人がいると

いうことや、人づくり、つながりづくりという部分も、つながりを目で見てリア

ルに体験することが、今の子どもたちには必要なのではないかと思いま

す。同じネットワークでも、彼らのネットワークは、インターネットを通しての

ネットワークしかないようなので、今後はもう少しリアルなものを見せてい

かなければいけないのではないかと思い、資料を作成いたしましたの

で、後ほど説明させていただきます。 

 

渡辺委員  子どもを健全に育てるということがすごく大切だと思っており、子育て中

のお母さんが孤立しがちという話にもつながるのですが、狭い世界だけ

で育てられた子どもは、社会性が育ちにくいとか、親のストレスがかかり過

ぎて人間性が育ちにくいという状況があるなど、核家族化による問題がい

ろいろあると思います。理想的なのは、社会で子どもを育て、核家族化で

できにくくなっている部分をカバーしていくことです。 

  学校の現場では、先生方が頑張って、いろいろなことをしてくださって

いますが、もう少し社会全体でできることがあればお手伝いするとか、地

域に眠っている資源を活用するなど、何か地域に貢献できることがある

かもしれません。特別なスキルがある人が誰かに教えるとなると、ハード

ルが高くなりますが、自分の経験がそのまま地域に生かせる部分がある

と思うので、普通にいる人たちがつながれるような仕組みや、子どもたち

全体に還元できるような仕組みができればいいと考えています。 

 

長田委員  文化庁で行っている伝統文化教室は、３年前から親も一緒に参加でき

る親子教室になりました。私は、華道を教えていますが、技術だけでな

く、周りや外を見てみようという形で、お年寄りや体の不自由な方たちに

どう接するかということも含めて教えています。華道は、技術を表に出せ

ば出すほど、自分の思うようにつくり上げてしまいますが、実はそうではな
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いことを子どもたちに伝えています。植物と話をして、植物の美しさを自

分で感じることができるかがまず第一歩で、技術はあとからついてくるも

の、というスタンスで教えるようにしています。外の社会と触れることを伝え

ることで、親と子の閉鎖的な空間でしか育っていなかった子どもたちの世

界が広がることにつながるのではないかと考えるようになりました。 

  親が受験のことを考えると、非常に入れ込んで、周りが見えなくなってし

まいます。一歩引いて、子どもたちの主体性を見ながら、もっと大切なこ

とがあるという精神的なアドバイスをすると、親が子どものことを全然見て

いなかったと気づきます。その気づきは、特別なことではなく、社会に目

を向けてみようということを家庭の中に落とすことができたということだと思

います。何でうちの子はできないのかと、原因を周りに持ってきてしまいま

すが、本当の原因は自分にあったということに気づいてもらうことも重要

だと思います。外とのつながりを持つことによって、広い目で社会とのつ

ながりを感じることができると思っています。 

 

川島委員  ここにいる方たちは、今の状況はおかしい、何とかしなければと思って

いる方々だと思います。みんながみんなそう思っていたら、実はもっと変

わっているのではないかと思いますが、何とかなるとか関係ないと思って

いる人たちがとても多いから変わっていかないのだと思います。 

  人口減少については、勤めやすいところの人口がふえて、勤めにくいと

ころの人口が減っている。藤沢市内を地域で分けてみると、減少している

地域と増加している地域があり、傾向として、第１次産業中心の地域は人

口が減っており、２次、特に３次にかかわる方たちが住みやすい地域は

人がふえているという状況があります。 

  勤めやすいというだけで、地域に根差すことを考えている人たちがいる

のかどうかは微妙だと思っています。核家族化の進行も含めて、コミュニ

ケーションをとりたくない、とれない人たちがふえてきていると思います。

先ほど瀬戸内委員が、子どものつながりがネットを介してだとおぃしゃっ

ていましたが、恐らくその世界をつくったのは大人です。八百屋に行っ

て、野菜を買って、きょうは何がいいのなんていう会話をすることはなく、

スーパーに行って、魚と野菜と肉と日用品を全部まとめて無言のまま買

う。最近はレジまで無言になった。それは大人がつくった世界であって、

子どもに教える、教えないという問題以前なのかと思ったりしました。  

人口減少や少子高齢化は何十年も前から言われていますが、結局変

わっていないのは意識の問題だと思います。昔は、子どもが成長したら、

親の面倒を見る、親も子どもを大事に育てれば、面倒を見てくれるという

こともあったかもしれませんが、今はそういう状況は完全に崩れてしまって

いるような気がしています。結局、これから先のことを余り危惧していない

大人たちに、何を気づいてもらえるかということをやっていくことが大事だ

と思っているところです。 
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金子委員  答申の資料の中で、「学びのオーガナイザーと社会教育主事の養成・

活用」とあり、社会教育主事は、昔から聞いたことがありますが、学びのオ

ーガナイザーとはどういうものなのかということと、もう１つは、今の社会教

育主事は、昔とどう変わっているのか、何が求められているのかということ

を教えていただきたいと思います。 

 

井沼委員  皆さんのご意見と私が常々考えていることは一緒だと思いました。それ

ぞれの学校や地域は一生懸命やっていると思いますが、それをつない

でいくのは親の世代ではないかと考えています。子どもは親の背中を見

て育つと言います。やはり親の世代を教育しないと、うまく育っていかな

いと感じており、親が育っていくことで、地域に入り、学校のＰＴＡなどを

通じて、社会教育等を勉強し、地域に貢献していくことで、地域がうまく

活性化していくのではないかと思います。今は核家族の問題などで、な

かなか地域と触れ合う機会がないと感じていますが、親をうまく外に出し

て、いろいろ学ばせることで子どもも学んでいくというところにつなげてい

ければいいと考えています。 

 

岩本委員  先ほど人口の話があり、そこで少し考えるところがありました。この３月ま

で湘南三浦教育事務所に勤めており、藤沢、茅ヶ崎、鎌倉、逗子、三

浦、葉山、寒川の５市２町を管轄していました。人口の資料を見ると、三

浦がマイナス４０％のところにあります。各教育委員会の教育長と話をす

る中で一番感じていたのは、実は三浦市が一番熱心にいろいろなことに

取り組んでいたということです。三浦市は予算が厳しいこともあり、教育長

がよく「うちはお金がないので、人のつながり、人づくりをとにかくやるべき

で、それ以外にない」とおっしゃっており、やることなすことすべて人を育

てることに特化した発想ばかりでした。一方、藤沢市は、一番体力がある

ものの、教員たちは、あれが足りない、もっと人が欲しいと言っています。

現場に戻り、校長会等で「こんなに恵まれているところはない」という話を

よくします。危機にある三浦市が当たり前のように取組ができている一

方、体力があり、イメージがよく、人口もふえている藤沢市が、非常に恵ま

れているゆえの難しさのようなものがある。これだけやれる条件がそろっ

ているということに気づいて進めていかないといけない、三浦から学ぶべ

きことがたくさんあるのではないかと感じました。 

 

金田委員  地域のことや社会教育に関して、皆さんから熱心な意見が出され、社

会情勢の話などはとても参考になりました。ただ、おかしいとか何とかす

べき、というのが本当に正しいかどうか、社会に合っているかどうかという

ことは、もう１回考えたほうがいいと思っています。私は子育てもしていな

いし、地域にかかわる機会も少なく、逆に地域にかかわっている人たちを
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見ているほうなので、地域から求められていないし基準でもない、模範で

もない人間と思われている可能性があります。皆さんのようなご意見を持

つ方々はごく一部ですし、どのようなことも１つの意見にすぎないと思いま

す。 

  きのう、子どもが生まれた友達に会いましたが、地域の人と話さなくては

いけない、なぜなら子育てのときに子どもが仲間外れにされたら困るか

ら、話をするんだと言っていました。多分、私たちの年代はそう思ってしま

うところがあります。地域のつながりがなぜ必要なのかをきちんと考えて

伝え、興味がない人たちが、もう少しポジティブに考えられる仕組みを考

えないと、地域でのつながりはつくりづらいのではないかと思いました。 

 

石川委員  危惧しない大人の話が先ほどありましたが、私自身、子どもを産むまで

は何の疑問も感じず、人や地域とのつながりもないことが自然だと思って

生きていました。子どもができ、地域とのつながりがあると楽しいということ

がわかると意識が向くので、無理に地域とのつながりを押しつけても、ぴ

んとこない部分があったりします。 

  私は塾を経営しており、保護者の方たちと接することが多いのですが、

勉強だけではなく、子ども全体を見てほしいということが、なかなか伝えら

れず、勉強を教えるというジレンマを持っています。先ほどの予算がない

という話からも、工夫をする力や感謝をする心ということが少し足りていな

いというのはもったいないと感じています。 

 

川野議長  瀬戸内委員、ご意見をいただいた後、資料の説明もお願いします。 

 

瀬戸内委員  地域のつながりが必要なのかどうかという意見が金田委員からありまし

たが、中には仕事でつながっているから地域のつながりは面倒くさいとい

う人もいるようです。勤めやすい地域の人たちは、コミュニケーションが余

り必要ない、とれない人たちがふえているのではないかと思います。 

  先日、視察に行った湘南台と六会の例ですが、湘南台のほうの講座は

なかなか人が集まりにくく、六会のほうはまあまあ活気づいてやっていま

した。湘南台は電車が乗り入れているので、働きやすく住みやすい、人

口もふえ保育園もいっぱいという感じですが、新しく入ってくる人たちが

多いため、市民講座をつくったときに、バックアップしてくれる地域の団体

のコミュニケーションがうまくとれないようです。六会は逆に、地域にもとも

と住んでいる人たちのコミュニケーションがとれている地域なので、何か

決まったときには、オーガナイズしやすい協力体制があり、市民に還元し

やすく、集まってもらえるということがあるようでした。藤沢市の中でも、場

所によって、つながり方が違うので、そこも視点には入れていかなければ

いけないと思いました。 

  コミュニケーションについての部分では、学校が１つの拠点になり得る
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場所ではないかということですが、六会小学校では１月１２日に第１７回の

お正月あそびを開催いたしました。ＰＴＡが主催の行事ですが、先生たち

にもかかわっていただき、保護者が約１３０名参加しています。子どもたち

に昔ながらの遊び、こま回し、福笑いなどを体験してもらうために、いろい

ろな地域の人がかかわっており、藤沢市老人クラブ（ゆめクラブ）という団

体の方２０数名からはお手玉やあや取りを、社会体育振興協議会の比較

的年齢層が高い方たちからはカローリングを教えていただきました。人づ

くり、つながりづくり、地域づくりの一例になるのではないかと思い、資料

をつけさせていただきました。 

先ほどから核家族という言葉がよく出ていますが、年配の方とかかわる

機会の少ない子どもたちが、スポーツや遊びを通して年配の方たちと触

れ合うことはとても有意義であり、また、年配の方からも、小学生とかかわ

れてよかったという言葉を頂戴しています。いろいろつながりが波及し

て、学校外でもお声をかけていただいているということもよく耳にしていま

す。多世代という意味では、その下の世代は、我々保護者世代になり、も

う少し下の世代は人数的には非常に少ないですが、多摩大学の交換留

学生や國學院大學の落語研究会の学生の参加もあります。また、藤沢

市企業配属のインドネシア人技能実習生が、文化体験と国際交流の助

けとして入っており、外国籍の人たちも積極的に参加しています。親がか

かわっている様子から、子どもたちがつながりということを目の当たりにし

て、社会教育につながるきっかけになるのではないかと思いました。 

 

林委員  委員の職務のうち、１つは生涯学習の計画を立て、どのように実行され

ているかを評価し、次の計画につなげていくこと、もう１つは、教育委員会

に対して、意見、提言、建議をしていくということも大切な仕事だということ

がわかってきましたが、どうして生涯学習を進めていかなければいけない

のかというところがまだ少しわからないところです。 

  高齢者の代表として１つ申し上げると、人口減少は全国的な現象で、

藤沢市は人口が減らないことからあまり社会の仕組みは変わらないのか

もしれません。ただ、全国的には大きく変わってきている中、藤沢の仕組

みは全国に合わせて変わっていくのか変わっていかないのかも見越して

いかないと、将来の計画をつくる上で難しい点ではないかと感じました。 

  人口減少の中で、２０２５年問題、２０３０年問題等、団塊の世代が７５歳

を超えるときに、一番大きいのは家で死ぬのか、病院で死ぬのか、施設

で死ぬのか、場所が難しい。全国的には、在宅という形で進められてい

ますが、かなり厳しい状況の中、藤沢市長が提言し、健康寿命日本一を

進めようとしています。群馬県が１位ということをポイントにして、生涯学習

の計画を進められたらいいと感じました。 

 

川野議長  皆さんありがとうございました。 
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  幾つか質問とご意見が出ていました。国の答申は、全国のいろいろな

状況をヒアリングしたうえで出されていますが、傍聴していても、なぜでき

たのかあるいはできなかったのかという説明はなく、サクセスストーリーば

かりで、公民館活動や環境行政に力を入れて、人づくりも一生懸命やっ

ている事例ばかりでした。 

  藤沢市としては、全体的に押しなべてではなく、地域はどうなっている

のかを見ていかなくてはならず、藤沢市が全国の中で置かれたポジショ

ンのことも考えて、議論を進めていかなければいけないと考えています。

社会教育委員の役割として、意見がまとまった後必要ならば教育委員会

で意見を具申することも考えていけないと思っています。 

  国の審議会は、文化、自治、協働も含めて、住民が今どのような動きを

し、どのようなことを望んでいるかということを的確に捉えておらず、行政

の側から見た、行政が組んだ枠組み中で住民が動いていると錯覚してい

るようなところがあります。フォーマルの動きに対して、ノンフォーマルの

動きをしていくのが社会教育の形ではないかと思っているので、どうして

も行政のあり方みたいなところが主で、言葉もかたく、答申を読んでも、住

民は余り感動しないのではという動きをしています。社会教育の歴史は、

公的社会教育中心で来たので、もっとすばらしい自主活動や文化的活

動をしているところがたくさんあるにもかかわらず、どうしてもその枠の中

でしか捉らえ切れてないところがあります。 

  総務省の自治体戦略２０４０は、これから２０何年間、ロボティクスとＡＩの

時代に行政は同じことをやっていていいのか、行政の職員がやっていた

仕事の半分ぐらいはロボットとＡＩでできるので、住民票の発行事務など

は共通化して、ロボットにやらせればいいという報告書です。自治、教

育、学習、あるいは、相談や住民支援というのは、数字にあらわれてこな

い行政職員の労務があり、ロボットではできるはずがないという視点が、

国の構想や審議会の答申から欠けていると思います。 

私たちは藤沢市全体の部分とピンポイントの部分の両方を見る目を持

ち合わせないと、恵まれているからいいではないかという落とし穴がある

ような気がするので、今後の議論に際して気をつけていかなければいけ

ないと思っています。何年か前から子どもの貧困層が問題になっており、

貧困が学力低下の問題になり、学力の低下が生活の低下と結びつくこと

で、地域が大変な状況になっています。国はそういうところに目を向ける

必要があると感じています。 

  相模原市の教育長と面会したとき、相模原市は全国学力テストで政令

指定都市で下から２番目だったことで、返還しなくてもいい奨学金制度

等、あらゆることをやり出しました。塾へ行けない子どもたちに基礎学力を

つけるお手伝いをする市民のグループが幾つかでき、やっと根づいてき

たという感じです。子どもたちのことを語る場合は、実態を把握する作業

がまず必要だと思いました。 
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  藤沢市には教育研究所のようなところはありますか。子どもの意識調査

や生活実態調査は行われているのでしょうか。 

 

川島委員  教育文化センターで５年に１度調査を行っています。 

 

川野議長  ぜひ資料提供していただき、藤沢の状況について勉強して行きたいと

思います。 

先ほど質問が出ていた「学びのオーガナイザーと社会教育主事の養

成・活用」ですが、学びのオーガナイザーというのは、初めて出てきた言

葉ではありません。少し前までは「コーディネーター」という言葉で、コー

ディネーターのコーディネーターが社会教育主事であるという発想でした

が、少しわかりにくいということで、文部科学省がオーガナイザーという言

葉を使い始めました。 

  ６０年代、７０年代に、社会教育主事はオーガナイザーだという議論が

ありましたが、組織する人というイメージになってしまい、ちょうど市民運動

や学生運動が盛んな時代だったこともあり、組織するイメージのオーガナ

イザーという言葉は使わないほうがいいのではないかということで、ずっと

使われませんでしたが、このタイミングで出てきました。 

  なぜ出てきたかというと、社会教育主事制度を改正しようとしているため

で、社会教育主事を社会教育士としていこうとしています。社会教育主

事の養成、活用という中でオーガナイザーという言葉を使っているだけ

で、イメージとしては余り膨らんでいないというのが実態だと思います。 

  先ほど出た仙台の例は、学校の先生が行政の中に入るときに、社会教

育主事として派遣されたり、任用されたりした経緯があります。相互乗り入

れ、相互交流みたいな感じで、教員と社会教育主事の人事交流があると

ころも都道府県によっては残っています。次回３月に、きょうの議論を踏

まえながら、もう少しポイントを絞って、この続きをやりたいと思います。 

  自治体戦略２０４０は、２０４０年に向けて、バックキャスティングという方

法で、２０４０年の社会はどうなっているかというイメージをまず固めます。

それから、現状の問題は何かということを振り返ります。普通は現在から

将来を見ますよね。けれども、これは２０４０年がどういう社会なのか考え、

２０１９年の課題は何かという手法をとっています。 

  また、地方行政にとっては重要な会議である第３２次地方制度調査会

が同時にスタートしています。その地方制度調査会に諮問して答申とし

て出るのが道州制です。地方制度の形が大きく変われば、教育行政など

もあわせて大きく変わるのではないかと思われます。 

  こうしたことを考える意味で、事務局に人口推計のより細かい部分の資

料提供をお願いしていましたので、説明をお願いします。 

 

事務局  資料４をごらんください。平成１２年から平成２９年の人口構成をお示し
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したものです。藤沢を支えてきた世代は、今の４０代から５０代前までの

方々であるということが、資料からお分かりいただけると思います。 

  親が学ぶべきとか、そもそも地域は楽しいのかというご意見や、一生懸

命やることが全てではなく、地域を盛り上げる必要があると思っている人

ばかりではないというご意見は、今の５０代から下、もしかすると６０代でも

そう思っている方が多くなっている可能性があり、若い世代が地域を考え

ていくための取っかかりとなるようなものを考えていくことこそ、これから社

会教育が生き残る道なのではないかと思っています。 

  藤沢では、子どもは子ども青少年部という部署が、子どもの施策につい

て考えますし、高齢者は地域包括ケアシステムの中で、福祉はもちろん

生きがい等も考えていく。社会教育が存在意義を見出していくために

は、３０代から５０代といった世代へのアプローチが必要なのではないか

と思っています。藤沢の場合は、４０代がなぜふえているのかということも

あわせて考えていただきたいということも含め、資料を出させていただい

ております。勤労世帯の人たちがなぜ藤沢を選びながらも、地域にかか

わらないのかという切り口でも考えていただけると、藤沢のこれからの課

題が見えてくると思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

川野議長  ありがとうございました。 

  先ほど稲川副議長からもありましたが、転入の理由を把握する方法、市

民意識調査みたいなものはやっていませんか。 

 

事務局  総合指針に関する市民意識調査というものがありますが、転入に関す

る項目はありません。次回ご用意いたします。 

 

川野議長   続きまして４報告に入ります。１１月に長野県で行われた関東甲信越

静社会教育研究長野大会に私が出席いたしました。参加者は９００名を

超し、「信州で出会い・ふれあい・学び合い」がメーンテーマです。研究

主題は、連携・協働による未来志向というタイトルで行いました。 

  基調講演は、東京大学名誉教授の佐藤一子さんでした。参考図書は

「地域学習の創造」と、「『学びの公共空間』としての公民館」です。 

  佐藤さんはさいたま市在住で、さいたま市のある公民館で、「梅雨空に

『九条守れ』の女性デモ」という俳句が最優秀に選ばれたので、公民館

報に掲載されると思っていたが、行政当局が、政治的に偏向し、社会教

育法第２３条によって、政治的中立性や、利益活動や宗教活動には使

用できないと拒否され、表現の自由や社会教育の発表の場の自由という

ことで裁判になり、関わっていらっしゃいます。さいたま地裁も東京高裁も

社会教育の側の考え方をまとめて、さいたま市が被告になり、敗訴し、最

高裁判所まで上告しました。社会教育の裁判で最高裁判所まで行くとい

うのは考えられないことで、１２月になって、最高裁に却下されました。東
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京高裁は、掲載についてはよく行政が判断をし、市民のほうから改めて

掲載を依頼するという現場解決を図るという話でした。その辺の経過をひ

もときながら、公民館や社会教育はどうあるべきかということを書かれてい

ます。俳句を読んだ方も、別に政治的な動きや政党に加盟しているとうこ

とは全くなく、単純に感じたことを読んだ俳句だということで、いまだに行

政と市民の話し合いが続いているそうです。 

  パネルディスカッションや分科会にも出席しましたが、大会自体が大き

く、細かい未来志向まで話すことなく、セレモニーで終わった大会という

印象を持ちました。来年はさいたま市で開催されるそうです。 

                  他に報告はありますか。 

 

金田委員  去年の１１月３０日と１２月２１日、今年の１月１８日に青少年問題協議会

に参加しました。１１月と１２月は専門部会で、今年度のテーマ「地域づく

りで活躍する若者の応援と育成」の提言書の意見交換を行い、全体会で

共有しました。若者が趣味やアルバイトで時間がとれない中でも、地域参

加が当たり前の環境づくりを、受動的に地域にかかわる小・中学生の時

期から盛り込み、若者が主体の通いたいと思う居場所をつくっていこうと

いう提言書をまとめました。 

  今年度で青少年問題協議会は休止になります。ゼロ歳から３０歳ぐらい

までを対象とした子ども・子育て会議とターゲットが重なっているということ

から行革の見直し対象事業となり、また青少年問題が顕在化する時代で

もなくなってしまったということから休止となったとのことです。 

  転入者は３０代、４０代、５０代が多いということですが、青少年問題協議

会がなくなると、３０代、４０代の人の地域での活動に対し、市のサポート

を検討する場所が消滅することになります。その世代のカバーを社会教

育委員会議で検討してもいいのではないかと思いました。 

 

川野議長  ありがとうございました。 

  「５その他」について事務局からお願いします。 

 

事務局  事務局から１点、１月２５日に県の社会教育委員連絡協議会の地区研

究会が伊勢原市であり、稲川副議長と石川委員にご出席いただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

川野議長  ありがとうございました。 

  これで１月定例会を終わります。 

 

事務局  川野議長、委員の皆様お疲れさまでした。次回は３月１８日の１０時か

ら、会場は本日と同様、8－１．２会議室で行います。どうぞよろしくお願

いいたします。 



- 14 - 

  なお、定例会のおおむね１週間前に開催通知と前月の議事録をお送り

いたしますので、お目通しいただき、何かございましたら定例会前に事務

局までご連絡いただければと思います。 

 

********** 午後０時６分 閉会 *********** 

 


